
令和４年度 第１回 学校運営協議会 議事録   

Ｒ４．７．13（水）9：45～11：45 

 

＜参加者＞   

委 員   德増 久子 様（障がい福祉サポートセンター「ゆうとうの風」センター長 

              相談支援事業所「風の路」所長） 

      疋田 隆  様（自治会長） 

      柴田 詩子 様（湖西市民生委員 主任児童委員） 

      鈴木 徹  様（浜名学園組合事務局長） 

      内山さよこ 様（湖西市教育委員会学校教育課指導主事） 

      原田 優子 様（プライムアース EVエナジー株式会社） 

      外山 仁美 様（本校 PTA会長） 

 

学校関係者 校長、教頭、事務長、小部主事、中部主事、高部主事、総務課長、教務主任 

 

＜議事録＞ 

１ 任命状授与  学校運営協議会委員７人へ任命状を授与（教頭） 

２ 開会の言葉（教頭） 

３ 協議内容 

（１）概要説明（教頭） 別紙資料 

 

（２）自己紹介 

 

（３）会長、副会長選出 

   会長  德増 久子 様 

   副会長 疋田 隆  様 を選出し、全員の承認を得られた。 

 

（４）令和３年度 学校経営報告、学校関係者評価報告（教頭） 

   【仲間】Ｂ評価 コロナ禍で地域との関わりが減少したため。 

   【地域】Ｂ評価 同様に、小中学校との交流活動なども減少したため。 

 

（５）令和４年度 学校経営計画書（校長） 別紙資料 

 

（６）学校参観  校内を 30分ほど参観 

 

（７）感想・御意見 

Ａ委員 ・校内参観をして学校施設についてよく分かった。地域の避難所になっているが、災

害時は 2.5 階以上が安全と言われている。高齢の方が上の階に行くには厳しいだ

ろう。医ケアの生徒たちが下の階（１階）に居るが、何かあったときに上層階に行

くのは大変なのでは。 

 



Ｂ委員  ・久しぶりに校内を参観できて、小中高のイメージができて良かった。 

・（木工班を参観しての感想）企業では労働災害に対してはとても厳しく、カッター

を使用する際も手袋をする。生徒たちにも、そのような実習先のルールに従うこ

とは大切であることを伝えてほしい。 

Ｃ委員  ・丁寧に細やかに指導している。作業学習では、授業中の言葉遣いなどにも、就労

に向けた雰囲気を作っている様子が見られた。 

    ・自己肯定感、自分はこういう人間、苦手なこともあるけれど頑張っていると思え

るように育てていくために、幼少期から保護者にも伝えていけると良い。 

    ・昨年度のＢ評価（地域の小中学校との交流に関する件）について、公立小学校で

は ICT 化が進んできて、一人一台タブレットなどを活用している。今後、そのよ

うな形でも交流ができるのではないか。 

Ｄ委員  ・学校としてカリキュラムも先生方もとてもよくやっている。 

・浜名学園では、18 歳から高齢者となる 30～40 年間を過ごす。学校の 12 年間よ    

り、卒業後の生活がはるかに長いが、そこに関する情報量がとても少ない。将来

に向けた情報提供やカリキュラムなど、保護者にとって広い意味での安心材料と

なることを取り入れていってほしい。 

Ｅ委員  ・教育目標と経営計画を具現化していく教育がされていると思う。 

・作業の授業では、タブレットで手元を拡大して見られるようにするなど、ICT 化

にも取り組んでいる様子が見られた。これからの教員は、いろいろなことができ

なければならないことを感じたが、先輩教員から伝達している姿もあり、OJT が

生かされていると感じた。 

Ｆ委員  ・今年度は 10月４日に中学部と地域とで海岸清掃の実施をしていきたい。 

・コロナの影響で本校での地域防災避難訓練が、ここ２年中止になっているが、今

年度は８月に実施を計画している。 

    ・校内を参観して、いろいろな反応の子どもたちが居た。地域の人にもにこやかに

対応できるようになると良い。 

・新しいことにも積極的に取り組んでほしい。 

Ｇ委員 ・大人になって二次障害で苦しむ人がとても多い。二次障害を防ぐには、自己肯定

感が大切になる。自分の得意や苦手を知り、苦手なことにも向き合いどのように

すればよいのかを探っていくことも大切。学生時代から二次障害にならないこと

をイメージしていくと良い。 

    ・人は家庭と仕事の二つの場所だけだととても弱い。第三の場所（人や居場所）が

あると良い。高等部を卒業するまでに、第三の場所を見付けてあげることが大切。 

    ・放課後支援施設と学校との連携に課題がある。学校での個別目標に対して、放デ

イとも連携してアプローチしていくと良い。地域づくりとして、地域の施設と連

携もして、どこでも子どもを育てるようにできたら良い。 

 

（８）その他（教頭） 

・第２回 11月４日（金） 学校運営協議会 

・第３回  ２月６日（月） 学校運営協議会 開催を予定 


